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るが、ET が心膜組織の物理特性に与える影響は知られていない。そこで短時間の ET 処理がブタ心膜の
物理特性に与える影響を解析することを目的とした。 
ブタ心膜組織を直径 12mm の円形および幅 5mm 長さ 30mm の短冊形に切り出し、生食に浸漬しただけ




で ET 群や GA 群では真直ぐな断端の形状が維持されており外科的なハンドリングの改善を認めた。 
化学処理後の物理特性の変化は破裂圧、糸引掛け強度、UTS（極限引張り強度）、弾性率（ヤング率）、
そして Ultimate Strain（極限ひずみ）の５種類のパラメータで評価した。破裂圧測定は直径 12mm にト
リミングされた心膜組織を生食で満たされたシートサンプルホルダーにセットし破裂圧測定用の回路に
接続、心膜サンプルが破裂するまで圧を毎秒 600 から 800mmHg 負荷した。破裂圧測定の結果、３群間
に有意差は認めなかった。最小破裂圧は RAW 群 7600mmHg、ET 群 6840mmHg、GA 群 5320mmHg で
あり、いずれも心血管系で使用する補填物としては十分な値であった。糸引掛け試験は ISO7198 に準じ
た方法で行った。短冊型の心膜の一方を固定具で固定したのち、反対側の心膜断端から 2mm の部位に縫
合糸を置き、糸を毎分 10cm の速さで引張り心膜組織が cutting するまで応力-歪み曲線を記録した。結果







では GA 群のみが３群の中で有意に高い結果であった。 
以上の結果より ET 処理は、GA 処理と同様に外科的なハンドリングを改善するとともに化学処理後の物
理特性に関しても実用的な外科手術手技中の心膜の強度に関しては懸念がないことが示唆された。 
 
